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愛は南から
　仲良し中学生トリオがお手柄です。

　3月 25日に一本松地区で発生した住

居侵入事件で犯人逮捕に協力したとし

て、一本松中学校 3年生の山口優
ゆ う か

花さ

ん、山﨑桃
も も か

花さん、山本真
ま お

緒さんに、

愛南警察署の徳永鉄
て つ の り

則署長 (写真右端 )

から感謝状が贈られました。

　3 人は、下校途中に「追いかけて」

という大声を聞き、逃走する犯人を近

くにいた大人と一緒に追いかけて取り

押さえたそうです。

　徳永署長は「現場付近では同様の事件が何件か発生していた。3人のおかげで次の被害者を出

さずにすんだ」と話し、勇気ある 3人の中学生に感謝の意を伝えました。

町長の行動
3 月
16 日 町防災教育連携協力協議会・町防災教育推進懇談会合同会議
17日 御荘中学校卒業式、同志社大学軟式野球部スポーツ合宿記念品贈呈
23日 菊川小学校卒業式、同校閉校行事
24日 平城小学校卒業式、サンパール観光株式会社定時取締役会、内海地域審議会
25日 大久保山土地改良区理事会、大久保山ダム管理委員会、大久保山土地改良区総代会
26 日 全国町村下水道推進協議会愛媛県支部研究会（松山市）、県ダム所在・発電関係市町協議会定期総会（松山市）、　  　　  
　　　津島水道企業団議会議員協議会、津島水道企業団議会定例会（宇和島市）、岩松川総合開発促進対策協議
　　　会総会（宇和島市）
27 日 県防犯協会連合会理事会（松山市）、校長教頭合同送別会
28日 町教職員離任式、町社会福祉協議会理事会、県土地改良事業団体連合会理事会（松山市）
29 日 自民党県連定期大会（松山市）
31 日 町職員退職者辞令交付式 など
　
4月
  1日 町職員異動辞令交付式、町教職員着任式
  3日 御荘中学校プール視察
  4日 税務課相互併任職員辞令交付式、校長教頭合同歓迎会
  6日 交通安全祈願祭、僧都地区風力発電地元説明会
  8日 篠山小・中学校入学式、南宇和高校入学式
  9日 スペイン巡礼路と四国遍路との交流事業 レオン県幹部との意見交換会
13日 町消防団退団式・辞令交付式
15日 株式会社レクザム訪問 など

愛南町の人口
平成 26 年 4 月 1日現在

10,746 戸世帯数 11,146 人男 12,611 人女23,757 人人口

お手柄の中学生トリオ。左から山口優花さん、
山﨑桃花さん、山本真緒さん
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　町内各地の桜の名所では、家族連れなど大勢の人がお花見を楽しみま

した。大森山公園では千本桜が満開になり、山全体が桜色に染まりまし

た。(3月下旬～ )

　南宇和カラオケ愛好会 ( 松岡

利
と し ひ こ

彦会長、写真右 ) 主催の「第 47

回福祉チャリティー歌 舞踊発表

会」が御荘文化センターで開催さ

れ、集まった募金が町社会福祉協

議会 ( 尾崎利
と し お

男会長、写真左 ) に

寄附されました。(4/13)

　愛南町では、県と町の職員が連携

して滞納整理業務を行う職員相互

併任を平成24年度に導入し、税収

の確保に取り組んでいます。

　町長室で行われた辞令交付式で

は、愛媛県職員の亀岡史
ふみ の り

典係長と

白石光
みつ あ き

章係長を愛南町税務課管理

収納係に任命しました。(4/4)

　御荘平城の八幡神社で交通安全

祈願祭が行われ、4月 6 日から 10

日間実施された「春の全国交通安

全運動」期間中の町内の交通安全

と、愛媛県が掲げる「交通死亡事

故抑止“アンダー 50”」の達成を

祈願しました。(4/6)

　町内の小・中学校で入学式が行

われ、初々しい児童・生徒たちの

新しい学校生活が始まりました。

　今年度の愛南町では、小学校に

128 名、中学校には 193 名が入学

しました。(4/8、9)
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ー
　
係
長

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
砂
田 

達
也

水
産
課 

管
理
係
　
係
長

高
齢
者
支
援
課 

介
護
保
険
係
　
主
査

○
岡
田 

恵
三

商
工
観
光
課 

商
工
業
振
興
係
　
係
長

税
務
課 

住
民
税
係
　
係
長

　
横
山 

修
治

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係
　
係
長

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係
　
主
査

○
清
水 

貴
光

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係
　
主
任
栄
養
士

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係
　
主
任
栄
養
士

　
清
水 

緩
美

柏
保
育
所 

家
串
保
育
所
兼
務
　
主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

　
尾
崎 

鈴
代

柏
保
育
所
　
主
任
保
育
士

柏
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
松
藤 

千
秋

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

家
串
保
育
所
　
主
任
保
育
士

　
前
田 

麻
子

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
松
岡 

恵
利
子

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

　
垣
本 

君
代
美

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
中
尾 

千

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

○
本
多 

美
代
子

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
大
久
保 

幸
子

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
主
任
保
育
士

　
竹
村 

由
美
子

緑
保
育
所
　
主
任
保
育
士

一
本
松
保
育
所
　
主
任
保
育
士

　
立
花 

佐
代
子

一
本
松
保
育
所
　
主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

　
吉
田 

理
香

一
本
松
保
育
所
　
主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
関
根 

恵
美

一
本
松
保
育
所
　
主
任
保
育
士

一
本
松
保
育
所
　
上
級
保
育
士

○
入
江 

緑

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係
　
係
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
主
査

○
福
原 

正
和

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

介
護
支
援
係
　
係
長

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係
　
係
長

　
土
居 

純
子

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係
　
主
任
栄
養
士

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係
　
主
任
栄
養
士

　
山
本 

和
恵

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

介
護
支
援
係
　
係
長
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

介
護
支
援
係
　
主
査 

○
小
島 

美
和

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘 

管
理
事
業
係
　
係
長

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係
　
係
長

　
岡
山 

陽
一

環
境
衛
生
課 

環
境
衛
生
係
　
係
長

環
境
衛
生
課 

環
境
衛
生
係
　
主
査

○
本
多 

清
彦

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
森
岡 

正
知

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
上
田 

健
司

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
宮
下 

智
行

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
都
築 

武
仁

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
小
松 

幹
明

御
荘
霊
苑 

管
理
事
業
係
　
係
長

御
荘
霊
苑 

管
理
事
業
係
　
主
査

○
竹
田 

兼
仁

水
道
課 

庶
務
係
　
係
長

内
海
支
所 

住
民
福
祉
係
　
主
査

○
宮
下 

留
理
子

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
係
　
係
長

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
係
　
主
査

○
吉
田 

久
美

西
海
支
所 

産
業
建
設
係
　
係
長

財
産
管
理
課 

住
宅
係
　
係
長

　
伊
田 

光
洋

学
校
教
育
課 

総
務
係
　
係
長

学
校
教
育
課 

総
務
係
　
主
査

○
山
口 

秀
一

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係
　
係
長

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
係
　
係
長

　
山
下 

知
恵
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平
成
26
年
3
月
31
日
付
け
正
規
職
員
退
職
者

所
　
　
　
属

役
　
　
　
職

氏
　
名

内
海
支
所(

併)

内
海
公
民
館
長

支
所
長

金
田 

孝
一

一
本
松
支
所 (

併)

一
本
松
公
民
館
長

支
所
長

藤
田 

正
斗

城
辺
保
育
所

所
長

中
田 

ふ
さ

一
本
松
保
育
所 (

兼)

緑
保
育
所
長

所
長

山
本 

信
江

柏
保
育
所 (

兼)

家
串
保
育
所
長

所
長

木
田 

時
子

一
本
松
荘

施
設
長

大
西 

義
喜

消
防
署

消
防
署
長

浅
山 

稔

消
防
署

副
署
長

松
本 

仁

御
荘
支
所

課
長
補
佐

尾
崎 

雄
二

西
海
支
所

課
長
補
佐

山
本 

周
二

水
道
課

課
長
補
佐

川
村 

洋
司

家
串
保
育
所

所
長
補
佐

須 

雅

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
任
介
護
支
援
専
門
員

佐
竹 

日
出
子

西
海
支
所

係
長

吉
田 

昌
宏

城
辺
保
育
所

調
理
員

幸
田 

ふ
さ
江

御
荘
保
育
所

調
理
員

若
本 

千
惠
美

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係
　
係
長
兼
運
転
手

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

○
増
本 

俊
志

平
城
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
係
長

水
産
課 

建
設
係
　
係
長

　
濵
田 

和
洋

東
海
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
係
長

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係
　
係
長

　
山
本 

一
久

一
本
松
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
係
長

一
本
松
公
民
館 

管
理
事
業
係
　
主
査

○
中
松 

勝
二

西
海
公
民
館 
管
理
事
業
係
　
係
長

西
海
支
所 

住
民
福
祉
係
　
主
査

○
山
本 

恵

消
防
本
部
庶
務
課 
消
防
団
係
　
係
長

消
防
本
部
庶
務
課 

消
防
団
係
　
主
査

○
桑
原 

真
也

【
一
般
職
】

総
務
課
　
主
査

御
荘
支
所
　
主
査

　
田
村 

智
之

企
画
財
政
課
　
主
事

建
設
課
　
主
事

　
松
田 

純
一

税
務
課
　
主
査

商
工
観
光
課
　
主
査

　
池
田 

大
作

町
民
課
　
主
査

保
健
福
祉
課
　
主
査

　
二
神 

嘉
奈
子

商
工
観
光
課
　
主
査

四
国
経
済
産
業
局 

出
向
　
主
査

　
山
本 

正
浩

商
工
観
光
課
　
主
査

一
本
松
小
学
校
　
用
務
員

　
沖
野 

恵
子

建
設
課
　
主
査

商
工
観
光
課
　
主
査

　
尾
﨑 

誠

保
健
福
祉
課
　
主
査

企
画
財
政
課
　
主
査

　
坪
﨑 

健

保
健
福
祉
課
　
主
査

総
務
課
　
主
事

　
荒
木 

章
太

御
荘
保
育
所
　
上
級
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
上
級
保
育
士

　
澤
近 

智
子

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
　
主
査

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
主
査
兼
運
転
手

　
澤
近 

英
治

内
海
支
所
　
主
査

議
会
事
務
局
　
主
査

　
浜
田 

晶
子

御
荘
支
所
　
主
査

東
海
公
民
館
　
主
査

　
加
洲 

裕
史

生
涯
学
習
課
　
主
査

保
健
福
祉
課
　
主
査

　
尾
川 

勝
彦

内
海
公
民
館
　
主
査

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
　
主
査

　
川
本 

由
香

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

　
土
居 

秀
人

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
田
渕 

雄
斗

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
梶
原 

健
太

消
防
署 

第
1
小
隊(

救
急
係)

　
主
査

消
防
署 

第
3
小
隊(

救
急
係)

　
主
査

　
渡
辺 

勝
康

消
防
署 

第
1
小
隊(

救
急
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

救
急
係)

　
主
事

　
小
泉 
慶

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
査

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
査

　
二
神 
朋
也

消
防
署 

第
2
小
隊(

指
導
係)

　
主
査

消
防
署 

第
3
小
隊(

指
導
係)

　
主
査

　
増
元 

貞
紀

消
防
署 

第
2
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

救
急
係)

　
主
事

　
二
宮 

亮
輔

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
査

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
査

　
清
家 

克
己

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
高
田  

武

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
成
宮 

拓
洋

消
防
署 

第
2
小
隊(

救
急
係)

　
主
査

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
査

　
矢
野 

孝
一

消
防
署 

第
3
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

　
山
本  

徹

消
防
署 

第
3
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

　
大
塚 

祐
矢

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
2
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

　
上
埜 

友
也

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
池
田 

海
斗

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
査

消
防
署 

第
1
小
隊(

救
急
係)

　
主
査

　
浦
﨑 

徳
久

消
防
署 

第
3
小
隊(

救
急
係)

　
主
事

消
防
署 

第
2
小
隊(

救
急
係)

　
主
事

　
水
尾 

大
輝

消
防
署 

通
信
指
令(

第
2
小
隊
通
信
係)

　
主
査

消
防
署 

第
2
小
隊（
指
導
係
）　
主
査

　
松
平 

貴

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
　
主
査

内
海
公
民
館
　
主
査

　
田
中 

香
穂
理

四
国
経
済
産
業
局 

出
向
　
主
事

農
林
課 

林
業
振
興
係
　
主
事

　
狩
野 

修
士

【
技
能
労
務
職
】

家
串
保
育
所
　
調
理
員

長
崎
保
育
所
　
調
理
員

　
三
好 

義
子

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

(

兼)

柏
・
家
串
保
育
所

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

　
松
田 

加
代
子

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

　
溝
端 

多
惠

長
崎
保
育
所
　
調
理
員

長
崎
保
育
所
　
調
理
員

(

兼)

柏
・
家
串
・
長
月
保
育
所

　
山
田 

須
真
子

城
辺
保
育
所

(

兼)

長
月
・
長
崎
保
育
所

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

　
山
木 

淳
也

緑
保
育
所
　
調
理
員

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

　
山
口 

美
桂

一
本
松
保
育
所
　
調
理
員

(

兼)

緑
保
育
所

一
本
松
保
育
所
　
調
理
員

　
島
津 

美
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

　
吉
見 

シ
ヲ
ミ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

　
本
多 

弘
美

内
海
中
学
校
　
用
務
員

菊
川
小
学
校
　
用
務
員

　
小
埜
山 

幸

平
城
小
学
校
　
用
務
員

内
海
中
学
校
　
用
務
員

　
小
野
山 

智
惠

中
浦
小
学
校
　
用
務
員

平
城
小
学
校
　
用
務
員

　
清
水 

伊
津
子

城
辺
中
学
校
　
用
務
員

中
浦
小
学
校
　
用
務
員

　
猪
野 

可
奈
子

一
本
松
小
学
校
　
用
務
員

城
辺
中
学
校
　
用
務
員

　
安
岡 

や
え
き
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写真前列左から

保健福祉課 船平依
え り

里、城辺保育所 大野彩
あ や か

華、生涯学習課 武久加
か な

奈、

写真後列左から

農林課 吉田一
か ず と

登、財産管理課 加藤謙
けん た ろ う

太郎、水産課 金増拓
たくろう

郎、

一本松保育所 吉見年
としふみ

史

消防署 

写真左から 田中寛
ひ ろ き

己、山田貴
たかひろ

大

国保一本松病院

写真左から 藤原和
か ず み

美、木下美
よ し こ

子、吉村紗
さ き

稀、江口愛
あい

平
成
26
年
4
月
1
日
付
け
正
規
職
員
新
規
採
用
者

所
　
　
　
属

役
　
　
　
職

氏
　
名

財
産
管
理
課

主
事

加
藤 

謙
太
郎

農
林
課

主
事

吉
田 

一
登

水
産
課

主
事

金
増 

拓
郎

保
健
福
祉
課

保
健
師

船
平 

依
里

城
辺
保
育
所

保
育
士

大
野 

彩
華

一
本
松
保
育
所

保
育
士

吉
見 

年
史

生
涯
学
習
課

主
事

武
久 

加
奈

消
防
本
部
庶
務
課

主
事

田
中 

寛
己

消
防
本
部
庶
務
課

主
事

山
田 

貴
大

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

吉
村 

紗
稀

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

江
口 

愛

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

藤
原 

和
美

国
保
一
本
松
病
院

准
看
護
師

木
下 

美
子

財産管理課

加藤謙太郎

　4月 1 日付けで財産管理課に配属されま

した。私は住宅係として、町営住宅の公募、

入居、退去に関する事務や住宅の修繕等の

維持補修に関する業務を担当しています。

　「住まい」は暮らしの基礎となることから、

入居者の皆様の生活に少しでも多くの力添

えをしたいと考えています。自分を育てて

くれた愛南町に恩返しができるように精一

杯の努力をしていきますので、まだまだ未

熟な自分ですがよろしくお願いします。

生涯学習課

武久加奈

　生涯学習課に配属され、町 PTA 連合会

や町連合婦人会の事務局を主に担当します。 

　8 年ぶりに愛南町に帰ってきてひと月余

り、「やっぱり愛南町って素敵 !」と感じる

日々です。緑が美しく、海は清らか、そし

て何といっても人が優しいです。これから

少しずつ仕事を覚えて、愛南町の皆様のお

役に立てるように頑張ります。よろしくお

願いします。

～愛南町のためにがんばります～
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中
学
校
教
職
員

新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

御
荘
中

県
教
育
委
員
会（
城
東
中
）

　
尾
﨑 

道
広

城
辺
中

篠
山
小

　
宮
本 

裕
司

一
本
松
中

城
辺
中

　
山
本 

典
政

教
頭
の
部

御
荘
中

篠
山
小

　
田
中 

昭
宏

教
諭
の
部

内
海
中

城
辺
中

　
濵
見 

一
代

御
荘
中

船
越
小

　
吉
村 

智
生

御
荘
中

一
本
松
中

　
清
水 

章
生

御
荘
中

一
本
松
中

　
清
家 

優
秀

御
荘
中

一
本
松
中

　
中
谷 

美
緒
子

城
辺
中

御
荘
中

　
清
水 

直
貴

城
辺
中

福
浦
小

　
小
西 

茂
喜

城
辺
中

一
本
松
中

　
北
條 

志
保

城
辺
中

御
荘
中

　
中
田 

恒
智

城
辺
中

御
荘
中

　
山
本 

雅
貴

城
辺
中

大
洲
市
大
洲
東
中

　
加
納 

香
織

一
本
松
中

城
辺
中

　
山
川 

富
美
夫

一
本
松
中

城
辺
中

　
　
築 

俊
彦

一
本
松
中

内
海
中

　
加
洲 

光
香

一
本
松
中

県
立
津
島
高
校

　
末
武 

真
理

県
立
宇
和
特
別
支
援
学
校

御
荘
中

　
山
本 

和
枝

愛
媛
大
学
附
属
中

御
荘
中

　
大
黒 

智
子

養
護
教
諭
の
部

御
荘
中

篠
山
小

　
吉
村 

真
美

一
本
松
中

御
荘
中

　
赤
樫 

律
子

事
務
職
員
の
部

宇
和
島
市
津
島
中

城
辺
小

　
宮
下 

和
昭

小
学
校
教
職
員

新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

平
城
小

一
本
松
小

　
井
村 

光
男

長
月
小

菊
川
小

　
荒
木 

智
子

城
辺
小

平
城
小

　
前
田 

善
正

僧
都
小

八
幡
浜
市
江
戸
岡
小

○
冨
長 

清
志

久
良
小

僧
都
小

　
若
田 

正

一
本
松
小

城
辺
小

　
木
村 

幹
子

船
越
小

長
月
小

　
吉
田 

章
代

篠
山
小

一
本
松
中

　
松
本 

清
隆

宇
和
島
市
御
槙
小

城
辺
小

○
濵
見 

陽
計

西
予
市
大
和
田
小

久
良
小

　
菊
地 

泰
三

西
予
市
野
村
小

船
越
小

　
山
本 

裕
二

西
条
市
田
野
小

御
荘
中

○
安
岡 

宏
次

教
頭
の
部

柏
小

宇
和
島
市
吉
田
中

○
脇
本 
俊
二

城
辺
小

宇
和
島
市
戸
島
小

　
清
水 

二
十
志

篠
山
小

柏
小

　
山
下 

芳
子

宇
和
島
市
九
島
小

菊
川
小

　
大
野 

二
郎

宇
和
島
市
戸
島
小

菊
川
小

○
菅 

登
美

教
諭
の
部

家
串
小

長
月
小

　
好
岡 

聖

柏
小

東
海
小

　
德
田 

み
え

平
城
小

中
浦
小

　
若
松 

千
夏

平
城
小

菊
川
小

　
德
田 

真

平
城
小

城
辺
小

　
二
神 

三
奈

平
城
小

新
採
用

　
倉
田 

歩

長
月
小

東
海
小

　
寺
岡 

誠

城
辺
小

内
子
町
内
子
小

　
井
上 

舞
奈

東
海
小

家
串
小

　
松
岡 

竜
彦

東
海
小

船
越
小

　
福
村 

さ
ぎ
り

一
本
松
小

菊
川
小

　
得
能 

江
美
子

福
浦
小

平
城
小

　
山
中 

広
樹

船
越
小

平
城
小

　
鳥
谷 

ゆ
り

船
越
小
　

平
城
小

　
宇
佐 

幸
恵

船
越
小

城
辺
小

　
大
館 

俊
宣

松
山
市
湯
築
小

一
本
松
小

　
末
武 

浩

宇
和
島
市
明
倫
小

平
城
小

　
矢
野 

隆
行

鬼
北
町
近
永
小

福
浦
小

　
藤
田 

絵
美

養
護
教
諭
の
部

長
月
小

一
本
松
中

　
清
家 

文
香

緑
小

長
月
小

　
高
川 

繭
貴

僧
都
小

大
洲
市
三
善
小

　
森
岡 

香
代
子

久
良
小

緑
小

　
芝
田 

美
穂

福
浦
小

菊
川
小

　
中
田 

明
水

篠
山
小

久
良
小

　
上
岡 

裕
子

事
務
職
員
の
部

平
城
小

新
採
用

　
濱
屋 

南

城
辺
小

宇
和
島
市
吉
田
中

○
若
下 

仁
三
夫（
事
務
係
長
）

篠
山
小

宇
和
島
市
津
島
中

　
兵
頭 

武

知
事
部
局

平
城
小

　
島
田 

雄
大

教
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
敬
称
略
、
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
）

次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
26
年
3
月
31
日
付
け
退
職
者

御
荘
中
校
長

酒
井 

平
雄

平
城
小
教
諭

山
口 

治
代

平
城
小
教
諭

成
宮 

圭
亮

篠
山
小
事
務
係
長

福
山 

早
苗
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町 
か 

ら 

の 

お 

知 

ら 

せ

脱
メ
タ
ボ
の
標
語
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

写真前列左から藤井さん、清水町長、橋本さん、
後列左から吉田さん、山下さん、亀岡さん

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
調
査
研
究
報
告
書
」
が

完
成
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
住
民
の
皆
様
に
特
定
健
診
の
受

診
や
健
康
へ
の
意
識
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
健
康
な
身
体
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
25
年
度
に
「
脱
メ

タ
ボ
」
と
題
し
て
の
標
語
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　
総
数
57
点
の
応
募
が
あ
り
、
愛

南
町
の
特
定
健
診
啓
発
に
ふ
さ
わ

し
い
５
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
５
作
品
の
懸
垂
幕
・

横
断
幕
を
作
製
し
、
役
場
本
庁
や
各

支
所
に
掲
示
し
て
生
活
習
慣
病
等
の

 3/
   25

　
「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
は
、
地
域

文
化
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、

地
域
住
民
と
自
治
体
が
協
働
し
て

地
域
の
生
活
や
文
化
・
産
業
な
ど
を

調
べ
、
「
ふ
る
さ
と
ら
し
さ
」
を
発

見
・
再
確
認
す
る
活
動
で
す
。

　
愛
南
町
で
も
調
査
・
研
究
を
行
い
、

こ
の
ほ
ど
報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
ご
入
用
の
方
は
生
涯
学
習
課(

℡

７
３
―

１
１
１
１)

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【内容】

第１章　昭和の町並みをたどる

　　　　柏・中浦・城辺商店街・一本松・船越

第２章　ふるさとの山の恵みと海の恵み

　　　　柑橘栽培に生きる・炭焼きの仕事とくらし・海の恵みをいかす

第３章　人々のくらしと交通

　　　　地域を支える国道56号・海で結ばれたくらし・由良半島の道路と

　　　　くらし

 

脱
メ
タ
ボ
　
あ
な
た
の
た
め
の
　
思
い
や
り
　
　
　  

吉
田
き
み（
福
　
浦
）

 

腹
八
分
　
習
慣
に
し
て
　
健
康
体
　
　
　
　
　
　
　  

藤
井
擴

ひ
ろ
む 

（
一
本
松
）

 

愛
南
の
　
食
で
や
さ
し
く
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
　
　
　
　  

橋
本
百も

も

代よ

（
蓮
乗
寺
）

 

目
指
そ
う
元
気
な
町
づ
く
り
　
す
す
め
て
取
り
組
む
　
脱
メ
タ
ボ

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

亀
岡
和か

ず

子こ

（
平
　
碆
）

 

脱
メ
タ
ボ
　
夫
婦
で
仲
良
く
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　  

山
下
美み

富ふ

子ね

（
中
　
浦
）

予
防
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
26
年
　
第
１
回
町
議
会
定
例
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

視察研修の様子（写真上、11/21 世羅高原6次産業

ネットワーク、写真下、11/22 牡蠣の家 しおかぜ）

　
本
庁
議
場
で
平
成
26
年
第

１
回
町
議
会
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
議
会
で
は
、
専
決
処
分

の
報
告
が
１
議
案
、
愛
南
町
執
行
機

関
の
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
条
例
の
一
部
改
正
が
15
議

案
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
が
３
議

案
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
補
正
予
算
が
11
議
案
、
平

成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
当
初
予
算
が
11
議
案
、
事
業
契
約

の
変
更
が
１
議
案
、
水
道
事
業
の
経

営
変
更
が
１
議
案
、
町
道
路
線
認
定

が
２
議
案
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
が
１
議
案
、
合
計
46
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
請
願
第
２
号
「
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
拡
充
に
関
す
る
請
願
書
」
は
採

択
さ
れ
、
議
会
提
案
の
発
議
第
１
号

「
新
庁
舎
及
び
新
消
防
庁
舎
の
建
設

は
町
の
将
来
を
見
据
え
た
事
業
の
実

施
を
望
む
決
議
に
つ
い
て
」
、
発
議

第
２
号
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て
」
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

草
木
原
由
幸
議
員

①
僧
都
ウ
イ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
発
電
事
業
に
つ
い
て

渡
邊
知
彦
議
員

①
風
力
発
電
と
自
然
破
壊
に
つ
い
て

西
口
孝
議
員

①「
建
国
記
念
の
日
」
奉
祝
大
会
案
内
パ
ン
フ
配
布
に

つ
い
て

②
伊
方
原
発
再
稼
働
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
所
管
事
務
調
査
報
告
◇

◎
「
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
」

《
第
１
回
》

　
平
成
25
年
９
月
26
日（
木
）

　
担
当
課
か
ら
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
資
料
に
基
づ
い
て
机
上
審
査
に

よ
り
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、「
宝
水

産
有
限
会
社
」
と
「
株
式
会
社
あ
い

な
ん
マ
ザ
ー
ズ
」
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

《
第
２
回
》

　
平
成
25
年
11
月
21
日（
木
）

〜
22
日（
金
）

　
積
極
的
に
６
次
産
業
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
や
手
法
を
研
究
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
産
業
振
興
へ

の
取
組
の
参
考
と
す
る
た
め
、
広
島

県
世
羅
郡
世
羅
町
（
世
羅
高
原
６
次

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
及
び
岡
山
県

瀬
戸
内
市
邑
久
町
（
牡
蠣
の
家 

し
お

か
ぜ
）
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

《
第
３
回
》

　
平
成
26
年
１
月
30
日（
木
）

　
「
６
次
産
業
化
に
よ
る
産
業
振
興

に
つ
い
て
」
の
視
察
結
果
に
よ
る
意

見
等
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　
愛
南
町
で
の
６
次
産
業
の
推
進

は
、
本
町
の
主
産
業
で
あ
る
第
１
次

産
業
の
活
性
化
や
、
雇
用
の
創
出
・

拡
大
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る

し
、
町
村
合
併
に
よ
り
空
家
と
な
っ

た
公
共
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
を
視

野
に
入
れ
検
討
す
れ
ば
、
よ
り
一
層

活
性
化
が
図
れ
る
と
考
え
る
。
担
当

す
る
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
協

議
・
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
今
以

上
連
携
を
密

に
し
、
官
・

民

一

体

と

な
っ
た
６
次

産
業
化
に
よ

る
産
業
振
興

に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ

と
を
強
く
希

望
す
る
。

  3/
   7～20
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豊後大野市での行政視察

◎
「
平
成
25
年
度
発
注
工
事
の

　
　
　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

　
平
成
26
年
１
月
30
日（
木)

　
担
当
課
か
ら
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
資
料
に
基
づ
い
て
机
上
審
査
に

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
農
整
山
第
１
号
棚
田
地
域
等
保

全
整
備
工
事
（
山
出
地
区
）
、
Ｈ
25
御

荘
漁
港
港
整
備
交
付
金
工
事
（
分
割

の
２
）（
銭
坪
地
区
）
、
町
道
長
洲
線

道
路
改
良
工
事
（
長
洲
地
区
）
、
名
本

２
地
区
集
落
・
避
難
路
保
全
斜
面
地

震
対
策
工
事
（
名
本
２
地
区
）
の
現
地

調
査
を
行
い
、
帰
庁
後
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　
今
回
は
農
林
課
、
水
産
課
、
建
設

課
を
対
象
と
し
て
、
平
成
25
年
度
発

注
工
事
の
中
で
１
千
万
円
以
上
の
工

事
を
対
象
に
審
査
し
、
そ
の
工
事
の

進
捗
状
況
を
調
査
し
た
。
調
査
し
た

工
事
に
つ
い
て
は
、
災
害
も
な
く
概

ね
良
好
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
工
期
内
の
完
成
を
め

ざ
し
努
力
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
請

負
契
約
当
初
か
ら
繰
越
し
あ
り
き
の

工
事
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
工
事

を
進
め
る
中
で
、
ど
う
し
て
も
仕
方

な
く
繰
越
し
を
望
む
も
の
で
あ
れ
ば

理
解
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
い
場

合
、
担
当
課
は
工
事
の
進
捗
が
図
れ

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
所
管
事
務
調
査
報
告
◇

◎
「
合
併
10
周
年
の
検
証
に
つ
い
て
」

《
第
１
回
》

　
平
成
26
年
１
月
24
日（
金
）

   

担
当
課
か
ら
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
資
料
に
基
づ
い
て
机
上
審
査
に

よ
り
説
明
を
受
け
、
取
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。

《
第
２
回
》

　
平
成
26
年
２
月
20
日（
木
）

〜
21
日（
金
）

　
愛
南
町
は
本
年
10
月
に
合
併
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
特
に

財
政
状
況
か
ら
み
た
合
併
に
つ
い
て

検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
新

消
防
庁
舎
や
新
庁
舎
建
設
と
い
っ
た

大
型
公
共
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
先
進
地
で
あ
る
豊
後

大
野
市
を
視
察
し
、
具
体
的
な
事
例

等
を
参
考
と
す
る
た
め
に
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　
新
町
財
政
計
画
の
検
証
に
つ
い
て

は
、
同
計
画
が
合
併
前
の
５
町
村

の
決
算
額
や
中
長
期
財
政
計
画
等
を

も
と
に
試
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
各

種
制
度
の
改
正
や
社
会
情
勢
の
変
化

等
、
読
み
切
れ
な
い
部
分
も
多
々
あ

る
た
め
、
そ
の
精
度
に
つ
い
て
検
証

す
る
こ
と
の
判
断
は
非
常
に
難
し
い

と
考
え
る
。
し
か
し
、
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
新
町
建
設
計
画

は
、
合
併
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
合
併
特
例
債
を
最
大
限
活
用
し
、

事
業
展
開
を
し
て
い
く
計
画
で
な
け

れ
ば
住
民
に
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、

合
併
後
の
実
際
の
財
政
運
営
を
す
る

中
で
、
将
来
の
財
政
負
担
を
第
一
に

考
え
た
場
合
に
、
新
町
建
設
計
画
の

各
種
計
画
の
実
施
は
必
須
課
題
で
は

あ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
た
現
実
路

線
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
町
長
や
議

会
が
、
優
先
順
位
を
考
え
て
行
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
苦
渋
の
選
択
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

今
後
も
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
で
、
そ
の
と
き
そ
の
場
の

判
断
は
、
町
長
や
我
々
議
会
が
適
時

適
切
な
判
断
を
し
、「
主
役
は
住
民
」

の
も
と
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
今
後
も
健
全
財
政
の

維
持
に
一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

る
よ
う
、
請
負
業
者
に
強
く
指
導
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
次
に
、
工
事
施
工
個
所
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
海
・
山
・
里
と
バ
ラ
ン

ス
よ
く
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
未

整
備
地
区
へ
の
優
先
を
強
く
希
望
す

る
。
ま
た
、
生
活
に
密
着
し
た
工
事

を
多
く
発
注
す
る
こ
と
も
望
む
。

　
最
後
に
、
国
・
県
補
助
事
業
の
採

択
は
、
地
方
自
治
体
に
権
限
は
な
い

こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
補
助
事

業
の
採
択
方
法
を
地
方
自
治
体
に
権

限
移
譲
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
な
れ

ば
よ
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
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歳　出
154億4,800万円
（前年度比13.7％増）

（目的別）

民生費
36億9,308万6千円
（23.9％）

総務費
26億9,512万6千円
（17.4％）

教育費
13億5,040万3千円
（8.7％）

総務費
26億9,512万6千円
（17.4％）

衛生費
13億8,182万円
（8.9％）

教育費
13億5,040万3千円
（8.7％）

農林水産業費
11億6,729万6千円
（7.6％）

消防費
16億3,896万2千円
（10.6％）

土木費
5億6,058万5千円
（3.6％）

商工費
2億7,285万7千円
（1.8％）

その他
1億5,795万5千円（1.0％）

公債費
25億2,991万円
（16.4％）

歳　入
154億4,800万円
（前年度比13.7％増）

地方交付税
74億9,225万4千円
（48.5％）

町債
24億9,390万円
（16.1％）

国・県支出金
17億7,072万3千円
（11.5％）

 町税
17億3,487万6千円
（11.2％）

国・県支出金
17億7,072万3千円
（11.5％）

 町税
17億3,487万6千円
（11.2％）

繰入金
5億8,504万9千円
（3.8％）

分担金及び負担金
2億5,112万2千円
（1.6％）

地方消費税交付金
1億8,900万円
（1.2％）

繰越金
3億円
（1.9％）

諸収入
2億3,452万5千円
（1.5％）

使用料及び手数料
1億8,321万円
（1.2％）

地方譲与税
1億2,460万円
（0.8％）

その他
8,874万1千円
（0.6％）

平成２６年度の当初予算の概要についてお知らせします

　平成26年度は、「安全安心なまちづくり」に重点を置くとともに、平成28年度以降の
合併特例措置の縮減・終了を見据え引き続き徹底した行財政改革を実施しながら、限
られた財源を効果的に活用し最大の行政効果を得るという基本的な考え方のもと予算
編成を行いました。

その他の内訳

利子割交付金 590万円

配当割交付金 560万円

株式等譲渡所得割
交付金

88万円

自動車取得税交付金 1,480万円

地方特例交付金 360万円

交通安全対策特別
交付金

290万円

財産収入 3,006万1千円

寄附金 2,500万円

その他の内訳

議会費 9,261万7千円

災害復旧費 994万7千円

諸支出金 3,539万1千円

予備費 2,000万円

1　平成２６年度一般会計当初予算

（2）歳出の内訳

（1）歳入の内訳

町からのお知らせ
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歳　出
134億4,800万円
（性質別）

人件費
30億9,288万4千円
（20.0％）

物件費
26億1,540万6千円
（16.9％）

繰出金
16億2,102万3千円
（10.5％） 普通建設事業費

26億6,314万5千円
（17.2％）

繰出金
16億2,102万3千円
（10.5％）

扶助費
12億3,746万1千円
（8.0％）

普通建設事業費
26億6,314万5千円
（17.2％）

補助費等
15億561万2千円
（9.7％）

その他
1億8,255万9千円
（1.2％）

公債費
25億2,991万円
（16.4％）

その他の内訳

維持補修費 8,664万7千円

積立金 3,521万5千円

投資及び出資金 1,050万円

貸付金 2,025万円

災害復旧事業費 994万7千円

予備費 2,000万円

3　企業会計当初予算
（１）上水道事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業収益 5億6,420万円 5,070万円の増

資本的収入 8,254万4千円 1,382万7千円の増

計 6億4,674万4千円 6,452万7千円の増

（２）病院事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業収益 6億6,950万円 4,950万円の増

資本的収入 275万円 275万円の増

計 6億7,225万円 5,225万円の増

2　特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ３８億１,６００万円 ３,５００万円の増

後期高齢者医療特別会計 ２億８,３１０万円 １,０２０万円の増

介護保険特別会計 ３０億８,８００万円 １億１,８００万円の増

簡易水道特別会計 ２億６,３８０万円 ２,１４０万円の増

小規模下水道特別会計 １億４,２００万円 １,０７０万円の減

浄化槽整備事業特別会計 １億６,５００万円 ３００万円の増

温泉事業等特別会計 ７,４１０万円 ３０万円の減

旅客船特別会計 ２,５７０万円 １,０７０万円の増

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業費用 5億6,420万円 5,070万円の増

資本的支出 2億9,042万7千円 387万2千円の増

計 8億5,462万7千円 5,457万2千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2億788万3千円は、当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額670万1千円及び当年度分損益勘定留保資金1億9,918万2千円及び減債積立金200万
円で補填します。

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業費用 6億6,950万円 4,950万円の増

資本的支出 3,159万円 1,119万3千円の増

計 7億109万円 6,069万3千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2,884万円は、過年度分損益勘定留保資金2,884万円
で補填します。



p14広報あいなん

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　５月１３日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　５月１０日（土）・２８日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

愛
南
町
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
保
健
福
祉
課
か
ら

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

■
水
道
課
か
ら

城辺浄水場

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
愛
南
町
で
毎
年
作
成
し
て
い
る

「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
は
、
特
定

健
診
や
が
ん
検
診
、
乳
幼
児
健
診
や

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
な
ど
の
健
康
に

関
す
る
事
業
の
日
程
の
ほ
か
、
健
康

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
に
は
４
月
に
お
配
り
し
て

い
ま
す
が
、
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
各
支
所
窓
口
で
も
配
付
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課
　
℡
７
２
―

１
２
１
２

「
お
い
し
い
な
　
だ
い
じ
な
お
水

 

ご
く
ご
く
り
」

　
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
水
道

水
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
水
道
事

業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
「
水
道
週

間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
浄
水
場
見
学
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
が

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
２
日（
月
）〜
６
日（
金
） 

　
　
　
10
時
〜
15
時

場
所
　
城
辺
浄
水
場

問
合
せ

　

　
水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

　
城
辺
浄
水
場 

℡
７
２
―

０
２
１
２

　
次
の
と
お
り
「
愛
南
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
」
の
委
員
を
公
募

し
ま
す
。
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

委
員
の
名
称

愛
南
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

職
務
の
内
容

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
全
般
等
、
そ
の
運
営
状

況
に
関
す
る
協
議

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
人
数

３
名（
委
員
定
数
９
名
）

任
期

平
成
26
年
６
月
１
日
〜
平
成
28
年
５
月
31
日

応
募
資
格

町
内
在
住
で
、20
歳
以
上
の
方（
国
保
の
被
保
険
者
）

募
集
期
間

５
月
７
日（
水
）〜
20
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

ほ
か
の
委
員
会
等
の
委
員
を
２
以
上

兼
務
し
て
い
る
方
は
、
応
募
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

愛
南
町
合
併
10
周
年

記
念
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

乳
幼
児
医
療
費

児
童
医
療
費

助
成
対
象
者

０
歳
〜
６
歳（
小
学
校
就
学
前
）の
子
ど
も
の
保
護
者

６
歳
〜
15
歳
（
小
学
校
１
年
生
〜
中
学
校
３
年

生
）の
子
ど
も
の
保
護
者

内
容

子
ど
も（
小
学
校
就
学
前
）の
通
院
及
び
入
院
の
健
康

保
険
適
用
の
一
部
負
担
金
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

子
ど
も（
小
１
〜
中
３
）の
入
院
の
健
康
保
険
適
用

の
一
部
負
担
金
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

受
給
資
格
登

録
申
請
に
必

要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑

※
登
録
後
、「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
」（
水
色
）

を
交
付
し
ま
す
。

受
給
資
格
証
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
登
録
申
請

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

病
院
に
か
か

る
と
き

【
県
内
受
診
の
場
合
】

医
療
機
関
窓
口
に
健
康
保
険
証
と
乳
幼
児
医
療
費

受
給
資
格
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
県
外
受
診
の
場
合
】

県
外
医
療
機
関
で
は
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
医
療
費

を
支
払
い
、
後
日
役
場
の
担
当
窓
口
で
償
還
払
い

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
費
は
通
常
ど
お
り
医
療
機
関
に
支
払
い
、

後
日
役
場
の
担
当
窓
口
で
償
還
払
い
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
窓
口
で
支
払
い
さ
れ
た
入
院
費
の
健

康
保
険
適
用
の
一
部
負
担
金
の
う
ち
高
額
療
養

費
や
附
加
給
付
金
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
給
付
金
等

を
除
い
た
額
を
申
請
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

償
還
払
い
の
申
請
期
限
は
、
診
療
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
す
。

健
康
保
険
適
用
外
の
費
用
、
入
院
中
の
食
事
代
は
除
き
ま
す
。

償
還
払
い
の

申
請
に
必
要

な
も
の

①
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関
の
領
収
書

②
印
鑑

③
希
望
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

④
健
康
保
険
証

⑤
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証

①
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関
の
領
収
書

②
印
鑑

③
希
望
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

④
健
康
保
険
証

⑤
そ
の
他 

限
度
額
適
用
認
定
証
、
高
額
療
養

費
、
附
加
給
付
金
や
ス
ポ
ー
ツ
保
険
給
付
金
等

の
通
知
書
等

届
出
が
必
要

な
と
き

・
加
入
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

・
住
所
や
氏
名
が
か
わ
っ
た
と
き

・
転
出
す
る
と
き
な
ど

・
償
還
払
い
申
請
後
に
保
険
者
等
か
ら
給
付
金

の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
愛
南
町
は
、
平
成
16
年

10
月
１
日
に
合
併
し
て
今

年
で
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
10
周
年
に
当
た

り
、
愛
南
町
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
愛
南
町
が

さ
ら
に
活
発
に
な
る
よ
う
、
こ
の
10

周
年
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
、
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
ア
イ
デ
ア
は
企
画
財
政
課
又
は
各

支
所
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
お
申
し

込
み
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
が
採
用

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

合
併
記
念
事
業
実
施
予
定
日
　

　
10
月
12
日（
日
）

募
集
締
切
日
　
６
月
30
日（
月
）

問
合
せ

　

　
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７
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「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」
を
開
催
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
愛
南
町
特
産
品
を
県
内
外
に
広
く

Ｒ
Ｒ
す
る
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
と
し

て「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
四
国
一

の
水
揚
を
誇
る
カ
ツ
オ
が
特
価
で
即

売
さ
れ
る
ほ
か
、
海
鮮
丼
、
ヒ
オ
ウ

ギ
貝
の
浜
焼
き
、
じ
ゃ
こ
天
な
ど
の

海
の
味
覚
に
加
え
、
生
産
量
日
本
一

を
誇
る
愛
南
ゴ
ー
ル
ド（
河
内
晩
柑
）

や
新
鮮
野
菜
な
ど
、
山
の
味
覚
も
多

数
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
ら
く

さ
ぶ
ろ
う
一
座
に
よ
る
愛
南
町
大
喜

利
」、ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

や
餅
ま
き
な
ど
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
25
日（
日
） 

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

　
　
　（
雨
天
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前

　
　
　（
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
横
）

問
合
せ

　
愛
南
び
や
び
や
祭
り

　
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
商
工
観
光
課
内
）

℡
７
２
―

７
３
１
５

　「
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ

る
６
月
７
日
（
土
）
の
午
後
、
次

の
と
お
り
交
通
規
制
が
か
か
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
車
両
全
面
通
行
止
め
】 

①
県
道
34
号
（
平
城
高
茂
岬
線
）

〜
町
道
越
田
船
越
山
線
〜
町
道

久
良
船
越
線

※
コ
ー
ス
図
の
赤
区
間

②
船
越
、
久
家
地
区
の
町
道

※
コ
ー
ス
図
の
黄
区
間

【
車
両
片
側
交
互
通
行
】

③
県
道
34
号（
鹿
島
渡
し
バ
ス
停

付
近
）

※
コ
ー
ス
図
の
緑
区
間

規
制
時
間 

①
13
時
〜
16
時
30
分

②
13
時
50
分
〜
17
時
20
分

③
13
時
50
分
〜
17
時
20
分

※
詳
し
く
は
、大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp
://a
in
a
n
tria
th
lo
n
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
南
町
い
や
し
の
郷

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
実
行
委

員
会
事
務 

℡
７
３
―

１
１
１
２
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平
成
26
年
４
月
か
ら

　
年
金
の
受
取
な
ど
の
仕
組
み
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

■
町
民
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ

た
場
合
に
「
子
の
あ
る
妻
」
又
は

「
子
」
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
子
の

あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
以
降
に
死
亡
し
た

方
の
遺
族
年
金
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
と
な
る「
子
」と
は
次
の
方
で

す
。

・
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
（
３
月
31

日
）を
経
過
し
て
い
な
い
子

・
20
歳
未
満
で
障
害
年
金
の
障
害
等

級
１
級
又
は
２
級
の
子

未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金(

亡

く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
未
払
い
の
年
金)

を
受
け
取

れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、
亡
く
な
っ
た

方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
「
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
又

は
兄
弟
姉
妹
」
で
し
た
。
改
正
後

は
、「
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
、

お
じ
・
お
ば
、
子
の
配
偶
者
な
ど
）」

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
以
降
に
死
亡
し
た
方

の
未
支
給
年
金
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
仕
組
み
が
一
部
変
わ
り
ま
す

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期
間

が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で
も

遡
っ
て
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

・
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１
年

を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

・
遡
っ
て
障
害
者
特
例
に
よ
る
支
給

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ

た
場
合
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

軽

自

動

車

税

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
５
月
16
日（
金
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
４
月
１
日
付
け
で
、
藤
田
英ひ

で

子こ

氏

（
緑
甲
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
き
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
、
私
た
ち
の
町
の
相
談
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で
の
悩

み
や
心
配
事
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

　
小
島
正ま
さ

俊と
し 

氏
（
柏
）

　
時
岡
ト
ヨ
ミ 

氏
（
御
荘
菊
川
）

　
山
口
和か

ず

子こ 

氏
（
御
荘
平
城
）

　
金
子
敦あ

つ

子こ 

氏
（
緑
　
　
甲
）

　
德
岡  

朗
あ
き
ら 

氏
（
上

大

道
）

　
吉
田
修し

ゅ
う
じ次 

氏
（
中
　
　
泊
）

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

住
宅
用
燃
料
電
池
・
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
環
境
衛
生
課
か
ら

住宅名称及び所在地 構造 間取り 月額家賃 駐車場
地デジ
受信

公
　
営
　
住
　
宅

三島団地2号棟（2階1号室）  
城辺乙669番地  

RC造3階建
（築40年）

3DK
53.7㎡

8,200円～
12,200円 有 ◯

三島団地5号棟（3階3号室）
城辺乙669番地 

RC造4階建
（築37年）

3DK
62.1㎡

9,900円～
14,800円 有 ◯

猪ノ尻西団地A-1棟（3階1号室）
御荘平城2404番地

RC造3階建
（築37年）

3DK
53.7㎡

10,800円～
16,200円 有 ◯

永ノ岡団地A-1棟（1階1号室） 
御荘平城3117番地2

RC造3階建
（築34年）

3DK
59.2㎡

11,600円～
17,300円 有 ◯

東猪ノ尻団地南棟（2階6号室）
御荘平城2490番地3

RC造3階建
（築18年）

3LDK
77.2㎡

22,300円～
33,300円 有 ◯

中浦団地
中浦1677番地1

RC造3階建
（築36年）

3DK
56.3㎡

9,100円～
13,600円 有 ◯

吉良ノ岡団地2号棟（5号室） 
柏1379番地1

木造2階建
（築25年）

3DK
66.2㎡

11,900円～
17,800円 有 ※

船越東第2団地（3階1号室） 
船越469番地

RC造3階建
（築27年）

3DK
64.1㎡

14,000円～
20,800円 有 ※

特
定
公
共

賃
貸
住
宅

猿田団地（1階1号室）
城辺甲3851番地1

RC造3階建
（築20年）

3DK
76.46㎡ 53,000円 有 ◯

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
公
営

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要（
左
表
の
と
お
り
）

・
単
身
者
で
も
申
込
み
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
を
有
し
て
い

る
方
を
優
先
し
ま
す
。

・
入
居
に
は
連
帯
保
証
人
が
２
名
必

要
で
す
。
ま
た
、
敷
金
は
月
額
家
賃

の
３
か
月
分
、
共
益
費
は
別
途
必
要

で
す
。
な
お
、
入
居
ま
で
多
少
時
間

の
か
か
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　
５
月
13
日（
火
）〜
21
日（
水
）

入
居
者
資
格
（
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
）

①
住
宅
に
お
困
り
の
方
で
町
内
に
居

住
を
希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て

申
込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別

な
事
情
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん
で

い
る
方
は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力

団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

④
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

公
営
住
宅
　
15
万
８
千
円
以
下
の
方

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　
〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
み
　
団
地
（
住
宅
）ご
と
で
の
申

込
み
と
な
り
、
財
産
管
理
課
又
は
各

支
所
で
入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え

ま
す
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０

　
愛
南
町
で

は
、
住
宅
用

燃
料
電
池
・

蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
設
置
費

補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま

す
。

対
象
者

・
町
内
の
住

宅
に
自
ら
居

住
す
る
方

・
町
内
の
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅

を
購
入
す
る
方

補
助
金
額

　
１
基
当
た
り
10
万
円

申
請
方
法

　
工
事
の
着
手
前
に
、
補
助
金
交
付

申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
え
、
環
境

衛
生
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課 

℡
７
２
―

７
３
１
６
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愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
柑
橘
収
穫
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

■
税
務
課
か
ら

「
特
定
計
量
器（
は
か
り
）」
定
期
検
査
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
17
日（
土
）

　
　   

10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
愛
南
町
緑
乙

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　  

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
締
切
　
５
月
14
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

率
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
本
誌
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

回
、
国
の
国
民
健
康
保
険
に
係
る
税

制
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
、
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
と
軽
減
措
置
の
対

象
範
囲
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
賦
課
限
度
額
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
を
14
万
円
か
ら

16
万
円
に
、
介
護
保
険
分
を
12
万
円

か
ら
14
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
５
割
軽
減

及
び
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ
等
を

行
い
ま
す
。

◆
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ

　

医
療
分

支
援
金
分

介
護
分

現
　
在

51
万
円

14
万
円

12
万
円

改
正
後

51
万
円

16
万
円（
２
万
円
増
）

14
万
円（
２
万
円
増
）

◆
低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充

５
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現
　
在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
24
万
５
千
円
×
世

帯
主
以
外
の
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
24
万
５
千
円
×
加

入
者
数
）以
下

例
）夫
婦
２
人
、
子
ど
も
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合（
３
人
世
帯
） 

　  

収
入
約
１
４
７
万
円
以
下
を
収
入
約
１
７
８
万
円
以
下
に
拡
充

２
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現
　
在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
35
万
円
×
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋（
45
万
円
×
加
入
者
数
）以
下

例
）夫
婦
２
人
、
子
ど
も
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合（
３
人
世
帯
） 

　  

収
入
約
２
２
３
万
円
以
下
を
収
入
約
２
６
６
万
円
以
下
に
拡
充

問
合
せ

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　
取
引
又
は
証
明
に
「
は
か
り
」
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年
に
１

度
の
定
期
検
査
が
計
量
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
格
シ
ー
ル
の

な
い
「
は
か
り
」
は
原
則
と
し
て
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
場
所
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
等
家

庭
内
で
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
」

は
、
検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
手
数
料
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５

　
愛
媛
県
計
量
検
定
所

　
℡
０
８
９
―

９
４
７
―

４
０
０
１

日
　
時

場
　
所

６
月
９
日（
月
）
11
時
〜
14
時

内
海
支
所

６
月
10
日（
火
）
９
時
〜
12
時

西
海
町
民
会
館

６
月
11
日（
水
）
９
時
〜
12
時

一
本
松
支
所

６
月
12
日（
木
）
９
時
〜
16
時
30
分

城
辺
社
会
福
祉
会
館

６
月
13
日（
金
）
９
時
〜
14
時

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
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東
京
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ

い

な

ん

掲

示

板

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
便
乗
し
た

投
資
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
商
工
観
光
課
か
ら

電
話
予
約
に
よ
る
住
民
票
等
の
時
間
外
交
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
守
る
会
は
、
発
足
当
初
か
ら
皆
様

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
私
た
ち

に
、
栃
木
に
あ
る
自
治
医
科
大
学
附

属
病
院
の
三
瀬
順

じ
ゅ
ん
い
ち

一
先
生
か
ら
愛
媛

新
聞
を
見
た
と
連
絡
が
あ
り
、
年
に

一
度
開
催
さ
れ
る
「
地
域
医
療
を
守

り
、
育
て
る
住
民
活
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
で
開
催
さ
れ
る
会
は
日
程
が
合

わ
ず
、
残
念
な
が
ら
２
年
連
続
で
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
今
回
ど
う
し
て
も
三
瀬
先
生
に

お
会
い
し
、
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え

お
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
で
、

雪
の
残
る
東
京
へ
守
る
会
の
会
員
２

人
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
三
瀬
先
生
は
愛
媛
出
身（
野
村
町
）

の
方
な
の
で
、
愛
南
町
の
医
療
の
こ

と
も
よ
く
ご
存
知
で
と
て
も
気
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
各
県

か
ら
医
師
が
参
加
す
る
「
全
国
地
域

医
療
教
育
協
議
会
」
の
講
演
の
準
備

中
に
時
間
を
と
り
、
場
違
い
の
所
へ

来
て
し
ま
っ
た
と
恐
縮
し
て
い
る
私

た
ち
に
、
地
域
医
療
の
難
し
さ
や
自

治
医
科
大
の
取
組
な
ど
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
「
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
お
ば

ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ
て
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動

を
続
け
て
い
け
ば
、
愛
南
町
に
来
て

も
い
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
が

い
る
か
も
・
・
・
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
三
瀬
先
生
に
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

　

あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
最
近
、
愛
媛
県
内
の
相
談
窓
口
に

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
企
業
へ
の
投

資
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
全

国
５
０
０
名
限
定
で
送
付
さ
れ
る

の
で
、
届
い
た
ら
権
利
を
譲
っ
て
ほ

し
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
到
着
後
に
電

話
を
く
れ
た
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」

と
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら
電
話
が
あ

り
不
審
に
思
う
、
と
い
っ
た
相
談
事

例
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
悪
質
業
者
は
、
テ
レ
ビ
等
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
出
来
事
を
悪
用
し
、

言
葉
巧
み
に
誘
っ
て
き
ま
す
。
い
っ

た
ん
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取

り
戻
す
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
う

ま
い
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
も
、
容

易
に
信
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
そ
の
ほ
か
、
何
か
不
審
に
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
愛
南

町
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
℡  
７
２
―

１
４
０
５
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
愛
南
町
で
は
、
通
常
の
時
間
帯
で

は
来
庁
が
困
難
な
方
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
住
民
票
等
の
時
間
外

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
（
休
日
を
除

く
。）。

　
時
間
外
交
付
を
ご
利
用
い
た
だ
く

に
は
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で

す
。

※
原
則
と
し
て
、
受
取
日
当
日
に
電

話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間

　
月
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

受
付
・
交
付
場
所

　
本
庁
町
民
課
及
び
各
支
所
窓
口

交
付
日
時

　
月
〜
金
曜
日

17
時
15
分
〜
19
時

問
合
せ

町
民
課
℡  
７
２
―

７
３
０
０
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愛え

顔が
お

が
あ
ふ
れ
出
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４

バ
ラ
祭
り
よ
し
う
み

〜
恋
愛
指
数
Ｕ
Ｐ
！
島
de
婚
ト
レ
〜

の
ご
案
内

愛
媛
県
か
ら

荒牧佳代さん みかんさん

愛
媛
県
職
員
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

　
愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
受
験
資
格
、
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

第
１
次
試
験

６
月
22
日（
日
）

　
※
松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受
験
が
可
能
で
す
。

そ
の
他

　
試
験
案
内
、
申
込
書
は
５
月
12
日（
月
）か
ら
愛
媛
県
人
事
委
員
会
事

務
局
、
県
の
各
地
方
局
等
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ

県
人
事
委
員
会
事
務
局 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
８
２
６

お知らせ

　
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
で
「
愛え

顔が
お

」
が
あ
ふ
れ
出
た
感
動
の
体
験
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
賞
・
特
別
賞
受
賞
作
品
は
、
声
優

水
樹
奈
々
さ
ん
の
朗
読
に

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
た
動
画
作
品
を
制
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
配
信
す
る
予
定
で
す
。

募
集
期
間
　
〜
７
月
15
日（
火
）

問
合
せ

県
庁
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
２

お知らせ

　
春
の
バ
ラ
が
咲
き
乱
れ
る
バ
ラ
公
園

を
舞
台
に
、
モ
ノ
マ
ネ
タ
レ
ン
ト
み
か

ん
さ
ん
、
恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
荒
牧
佳

代
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
恋
愛
向
上

ト
ー
ク
や
心
理
テ
ス
ト
で
恋
愛
指
数
を

上
げ
、
結
婚
力
を
磨
き
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
　
５
月
25
日（
日
）

場
所
　
今
治
市
大
島

　
　
　
よ
し
う
み
バ
ラ
公
園

問
合
せ

県
今
治
支
局
商
工
観
光
室

℡
０
８
９
８
―

２
２
―

８
５
９
８

お知らせ

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

愛
媛
県
か
ら

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２
日（
月
）で
す
。

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義
人
の
方
に
そ
の
年
度
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機

関
又
は
地
方
局
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払

い
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
南
予
地
方
局
税
務
課 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

２
５
０
２

お知らせ



p22広報あいなん

【
内
科

板い
た

楠く
す

今き

ょ

う日
子こ

医
師
】

南
楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

南
楽
園
か
ら

４
月
に
赴
任
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

【
内
科

大
野
篤あ

つ

志し

医
師
】

　
私
は
血
液
疾
患
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

貧
血
や
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、
血
が
止
ま
り
に

く
い
、
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
が
ん
に
対
す
る

化
学
療
法
や
緩
和
医
療
が
必
要
な
方
の
お
力

に
な
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
の
皆
様
に
寄
り
添
う
医
療
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
私
自
身
も
成
長
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
１
日
〜
７
日
は

「
愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
で
す

宇
和
島
保
健
所
か
ら

　
愛
媛
県
で
は
、
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
含
む
普

及
啓
発
を
行
い
、
エ
イ
ズ
検
査
の
浸
透
、
普
及
を
図
る
た
め
、
６
月
１

日
〜
７
日
を
「
愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合

は
検
査
後
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
３
日（
火
）
17
時
〜
19
時
30
分（
予
約
不
要
）

場
所
　
南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎

１
階(

宇
和
島
保
健
所
）

※
通
常
の
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
は
、
毎
週
火
曜
日（
10
〜
11
時
受
付
）に

宇
和
島
保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
２
５
７
）

お知らせ

　
南
楽
園
の
園
内
２
か
所
の
菖
蒲
園
で
は
、

３
万
株
25
万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
競
い
、
さ
つ

き
３
万
６
千
株
も
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
「
砥
部
焼
市
」
と
題
し
、

砥
部
焼
陶
芸
館
が
宇
和
島
に
初
出
店
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
24
日（
土
）〜
６
月
８
日（
日
）

　
　
　
９
時
〜
17
時

場
所
　
日
本
庭
園
「
南
楽
園
」

入
園
料
　
大
人
　
　
３
０
０
円
　

　
　
　
　
子
ど
も
　
１
５
０
円

問
合
せ

南
レ
ク
㈱
「
南
楽
園
」 

℡
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４

お知らせ

　
私
は
県
立
中
央
病
院
で
の
２
年
間
の
初
期

臨
床
研
修
を
終
え
、
県
立
南
宇
和
病
院
で
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

専
門
と
し
て
い
る
診
療
科
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
専
門
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
幅
広
く
内
科

疾
患
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
内
科
総
合
医
を

志
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
谷
間
に
灯
を
と
も

す
べ
く
、
日
々
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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　　～ ミュージシャンズ・ミュージシャン ～

勝間和代氏

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会
」

を
開
催
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

　
19
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
、
経
済
評
論
家
の
勝
間
和
代
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
基
調
講
演
や
て
い
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
17
日（
火
）
13
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容

⑴
基
調
講
演

演
題
　「
女
性
が
活
躍
す
る
と
、
男
性
が
楽
に
な
る
わ
け
」

　
講
師
　
勝
間
和
代
氏

⑵
て
い
談

テ
ー
マ

「
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

〜
時
間
に
ゆ
と
り
、
人
生
に
彩
り
〜
」

出
演
者
　
勝
間
和
代
氏
、
桐
木
陽
子
氏（
松
山
東
雲
短
期
大
学
教
授
）、

ジ
ー
ン
・
中
園
氏
（
オ
レ
ン
ジ
ベ
イ
フ
ー
ズ
㈱
代
表
取
締
役
工
場
長
）

問
合
せ

県
庁
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ

 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
３
２

お知らせ

－あいなん音故地新－

　皆さんは“ミュージシャンズ・ミュージシャン”という言葉を知ってますか？地位や名

誉はないけれど、ミュージシャンから尊敬され認められているミュージシャン、という意味。

ソチ五輪の浅田真央選手を見ながら、この言葉が頭の中で何度も浮かんだ。五輪の金メ

ダリストではないけれど、世界のスケーターから愛され、尊敬され、応援されている彼女

の存在。金メダル以上。

ソチ五輪をきっかけに、数えきれないほど彼女の記事を目にした。その中で彼女のトリ

プルアクセルへのこだわりが金メダルを遠ざけた、という記事も見つけた。なんじゃそ

りゃ、笑。

　彼女には彼女が描くゴールがある。それが周りの期待とは違うことだってあるやろう。

トリプルアクセルに挑戦し成功させる、というのが彼女のゴールなら、それでいい。や

ん？挑戦なしで成功はないし、成功までには失敗もある。挑戦し続ける姿に勇気をもら

い、励まされた人も多いはず。その姿を追いかけ、尊敬している選手もいるはず。彼女が

愛される理由のひとつ。魅力のひとつ。記録よりも記憶に残る…。

　ミュージシャンズ・ミュージシャン。ええ言葉。素敵や。憧れる。（テノヒラkiku）

人
権
擁
護
無
料
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

　
松
山
地
方
法
務
局
、
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
主
催
に
よ
る
四
国

一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
12
時
間
電
話
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
２
日（
月
）
９
時
〜
21
時

電
話
番
号

０
１
２
０
―

４
５
９
―

７
３
７（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

相
談
内
容
　
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
等
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

問
合
せ

松
山
地
方
法
務
局 

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

お知らせ
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※6月の引取日は、4日、11日、
18日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

国保一本松病院
一本松 TEL84-2255

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

憲法記念日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）国保一本松病院新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（6月の収集は2日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（6月の収集は6日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（6月の収集は12日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（6月の収集は20日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（6月の収集は26日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
10：00～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
9：30～11：00

胃がん検診
●広見コミュニティセンター
8：00～11：00

胃がん検診
●中浦漁村振興センター
　8：00～10：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●御荘文化センター
　8：00～11：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●長月公民館　8：00～11：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●中浦漁村振興センター
 8：00～10：30、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●古月集会所   9：00～ 9：30
●鯆越集会所  10：30～11：00
●蓮乗寺集会所　13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●広見コミュニティセンター
8：00～11：00、13：30～14：30

６月の主な行事予定
  1日（日）
  5日（木）
  7日（土）

11日（水）
14日（土）
15日（日）

17日（火）
28日（土）

13：30～16：00
9：00～16：00
13：00～17：30

 12：30～16：00
10：00～12：00
9：00～15：00

8：30～16：30 
9：00～15：00

第29回 愛媛県消防操法南宇和地区大会
消費生活相談員相談日
第3回 愛南町
いやしの郷トライアスロン大会
第28回 愛南町クロッケー親睦交流大会
ふるさと愛媛学調査研究発表会
第9回 グリーンカップ
9人制女子バレーボール大会
第66回 南宇和郡中学校総合体育大会（第2部）
第10回 愛南町スポーツ少年大会 ミニバス競技

あけぼのグラウンド
役場本庁
西海地域

南レク御荘多目的広場
御荘文化センター
一本松交流促進センター

南レク城辺多目的広場ほか
城辺小学校体育館

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

愛南サッカーフェスティバル
2014ユースの部
●南レク城辺公園
9：00～17：00

第66回 南宇和郡中学校
総合体育大会 第1部
●南レク城辺公園ほか
　8：30～17：00

第12回 西瀬戸グラウンド・
ゴルフ交流大会
●南レク城辺球場
　8：00～12：00

第31回全日本少年軟式野球大会 
四国大会
●南レク城辺球場
　9：00～17：00

第12回 西瀬戸グラウンド・
ゴルフ交流大会
●南レク城辺球場
　9：20～15：00



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（6月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（6月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（6月の収集は16日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（6月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（6月の収集は24日）
育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●上大道集会所　
　8：00～10：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●深浦公民館　
　8：00～12：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●東海公民館　   9：30～10：30
●東海公民館中玉分館　13：30～14：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●満倉集会所　
　 13：30～14：30

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H21年2月1日～3月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H25年9月11日～11月10日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

２０１４年
平成２６年５月暮らしカレンダー

愛南ファミリー釣り大会
●福浦港　6：00～14：00

第17回 フレンドリーカップ 
ソフトバレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館ほか
　8：50～17：00

第31回全日本少年軟式野球大会 
四国大会
●南レク城辺球場
　9：00～16：00

愛南びやびや祭り2014
●南レクロッジ前
　9：30～15：00

愛南町特産品フェア
●いよてつ髙島屋 
   6月18日（水）～24日（火） 10：00～19：00

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00愛南サッカーフェスティバル

2014ユースの部
●南レク城辺公園
　9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2014ユースの部
●南レク城辺公園
　9：00～17：00

若者しごと相談会
●愛南町就職支援センター
　11：20～15：00

第36回 
一本松少年剣道大会
●一本松交流促進センター
　8：30～17：00
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　「屋根より高い鯉の
ぼり～」この時期にな
ると、保育園や小学校
でよく聞かれる歌だが、
少子化のせいか住宅事
情のせいか、最近では
鯉のぼりを見かける
ことも少なくなってし
まった。
　歌に出てくるマゴイ
やヒゴイは池や川に住
んでいるが、ウミヒゴ
イという海に住んでい
る魚がいる。鮮やかな
黄色のラインと淡いピ
ンク色が特徴である。
成長するにつれて、ピ
ンク色が濃い赤色へと

変化し、ヒゴイに負けない美しさである。小さいときに
は群れで行動することが多く、この写真を撮影したとき
には、まるで鯉のぼりのように並んで泳いでいた。
コイという名前がついているが、コイの仲間ではなく
ヒメジの仲間である。魚屋ではイトヨリダイの名前で売
られていることがある。白身の上品な味で、煮付けにす
るとおいしい。
　大空を泳ぐ鯉のぼりは絶滅危惧種になってしまった
が、ウミヒゴイには、いつまでもおもしろそうに大海原
を泳いでいてほしいものである。

（撮影地 :瀬ノ浜）            愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日!海日和!! 　  「ひごいのぼり」vol42

　平成26年春の全国交通安

全運動 (実施期間 4/6 ～ 15)

の一環で、船越小学校の新入

生 4名と 2年生 5名が参加

して、船越地区の旧西海有料

道路沿いで交通茶屋が実施

されました。

　「愛南ぎょレンジャー」に

扮した児童は、道ゆくドライ

バーに交通安全啓発物資を

手渡し、「交通ルールを守っ

て安全運転でお願いします」

と笑顔で交通事故防止を呼

びかけました。

交通ルールを
守ってね

4/

15

海緋鯉

写真

4

元力士舞の海さんが来町
3/

19

写真

5

　1999年の引退までに技能賞を5回獲得するなど角

界で活躍し、「平成の牛若丸」や「技のデパート (本店 )」

などの愛称で親しまれた舞の海秀
しゅうへい

平さんが講演会のた

め本町を訪れました。

　講演会は御荘文化センターで行われ、『可能性への挑

戦』と題した講演で小兵ならではの苦労話や大相撲引

退後の経験談などユニークなエピソードを披露し、会

場の笑いを誘いました。

　また、舞の海さんは講演会に先立ち南宇和高校相撲

部を訪問しました。稽古場では、舞の海さんが選手に

胸を貸す場面はありませんでしたが、時折、個別にア

ドバイスを送るなど1時間近く熱心に稽古を見学しま

した。

写真

6
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　御荘文化センターで「南光

フェスティバル2014」が開催

され、 美術部・書道部による

作品展と吹奏楽部による第28

回定期演奏会が行われました。

　『十人十色～色とりどりの文

化の形～』と銘打って行われ

た今年のフェスティバルには

約400名が訪れ、華やかで迫

力ある演奏と高校生らしい感

性豊かな美術・書道作品を楽

しみました。

南光
フェスティバル2014

3/

16

写真

3

1

2 4

愛南町で
スポーツ合宿

2/

19～

写真

1

愛南町では、宇和島市と合

同でスポーツ施設や文化施設

の利活用をめざした「合宿誘

致事業」を実施しています。

南レク城辺球場では、2月 19

日から始まった同志社大学硬

式野球部の合宿を皮切りに、

摂南大学硬式野球部、関西学

院大学体育会硬式野球部、同

志社大学軟式野球部が合宿を

行いました。

　恒例となった表敬訪問では、

清水雅
ま さ ふ み

文町長が球場に足を運

んで選手を激励し、愛南町の

特産品を贈呈しました。

　歩行者天国となった城辺商

店街で、まちの元気を集める

楽しいスポットを作ろうと、

町ボランティア連絡会 (森岡

眞
ま ゆ み

由美会長 )主催による「第

10回げんき市」が行われまし

た。

　当日は春らしい陽気に恵ま

れ、町内の小・中・高校生ボ

ランティアの協力もあり、リ

ヤカー市などのバザーやオー

プンカフェ、ストリートダン

スなど盛りだくさんのイベン

トで賑わいました。

げんき市でまちを
元気に

3/

16

写真

2

3

6

5
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二
神
明
日
美
さ
ん
の
話

大
会
を
終
え
て
の
感
想
は
―

　
上
位
ま
で
進
出
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
け
ど
、
あ
と
一
つ
勝

ち
た
か
っ
た
。
う
れ
し
い
気
持

ち
は
あ
る
け
ど
、
悔
し
い
気
持

ち
も
大
き
い
で
す
。

大
会
当
日
の
調
子
は
―

　
調
子
が
良
か
っ
た
。
試
合
を

し
て
い
て
、
い
つ
も
と
何
か

違
っ
た
い
い
感
覚
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会
で
得
た
感
覚
を
、

そ
の
後
の
練
習
試
合
な
ど
で
も

生
か
せ
て
い
る
の
で
、
成
長
で

き
た
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
―

　
こ
の
大
会
で
見
つ
け
た
、
自

分
の
技
術
の
足
り
な
い
と
こ

ろ
や
精
神
的
に
弱
い
部
分
を
鍛

え
、
中
学
総
合
体
育
大
会
で
全

国
優
勝
を
め
ざ
し
ま
す
。

町長杯初代王者に大本正三さん
4/9

　南レク御荘公園多目的広場で「第 1回愛南町長

杯グラウンド・ゴルフ大会」が開催され、町グラ

ウンド・ゴルフ協会会員 110 名が参加して楽し

く競技しました。

　大会は大本正
しょうぞう

三さん ( 広見 ) が優勝し、栄えあ

る初代チャンピオンとなりました。

愛南の剣士が快進撃
二神明日美さんが全国剣道交流大会で準優勝

3/28 ～ 30

　各都道府県予選を勝ち抜いた全国の強豪が一堂に会し、い

しかわ総合スポーツセンター ( 石川県 ) で開催された「第 36

回全国スポーツ少年団 剣道交流大会」に本町の二神明
あ

日
す

美
み

さん ( 城辺中、大会当時 2年生 ) が出場しました。

　激戦の愛媛県予選を制して同大会に出場した二神さんは、

3選手による予選リーグを突破すると、日ごろの鍛錬の成果

を存分に発揮して決勝戦進出を果たしました。決勝戦では惜

しくも敗れましたが、上級生も出場した大会で、準優勝とい

う見事な成績を収めました。

松本はづきさん
愛媛代表チームでバスケ全国大会出場

3/28 ～ 30

　城辺中学校の松本はづきさん ( 大会当時 2年生 ) が、

愛媛県選抜チームとして「第 27 回都道府県対抗ジュニ

アバスケットボール大会 2014」( 東京体育館などで開催 )

に出場しました。

　愛媛県チームは優勝した福岡県代表チームに準決勝で

敗れましたが、チームの上位進出に貢献した松本さんは

「全国大会では自分よりも高くて強い選手がたくさんい

た。この経験を部活で活かしたい。総体では得意のスリー

ポイントシュートを決め、県大会 1勝をめざします」と

話してくれました。
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スピード生かし全国3位
3/16

　「全国高校選抜相撲大会」が春野総合運動公

園相撲場 ( 高知県 ) で行われ、個人 80 キロ未

満級で早田直
な お み ち

通くん ( 南宇和高校、大会当時

2年生 ) が持ち前のスピードを生かし、3位入

賞を果たしました。

　早田くんは、「インターハイでも好成績を収

めたい」と激しい稽古の合い間に話してくれ

ました。

　一本松交流促進センターで「第 10 回愛南町 9 人制女
子バレーボール大会」が開催され、5チーム約 60 名が参
加して熱戦を繰り広げました。決勝戦では、優勝候補の
Passion と一本松 VCが対戦し、フルセットの接戦を制した
Passion が 2 年ぶりの優勝を果たしました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

優勝 Passion  準優勝 一本松 VC

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

熊本市総合屋内プールで開催された「第 12 回 ひのくにマスターズ水泳

競技大会」に本町の「愛南かつおスイムチーム」から 7名が出場し、好成

績を収めました。
【本町選手の主な大会結果は次のとおり】

50m 自由形 (25-29) 1 位 ギブズ クリスティ 31 秒 92

50m 平泳ぎ (25-29) 2 位 ヴァンダイク ペトラ 55 秒 61

50m 背泳ぎ (25-29) 3 位 ギブズ クリスティ 37 秒 27

4×25m 混合メドレーリレー (200-239)

3 位 （ギブズ クリスティ、岩﨑早
さ ゆ り

百合、稲田収
おさむ

、岡澤エディ） 1 分 16 秒 40

マスターズ水泳大会
3/16

Passion が 2年ぶりの優勝
3/16

優勝 Passion

大会に出場した愛南かつおスイムチーム

講演会のため来町した舞の海氏から指導を受ける早田選手
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今月の笑顔パチリ

はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
月曜日
火・木曜日
●園庭・保育室開放
水・金曜日
●育児（電話）相談
月～金曜日
土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
月・水・金曜日
●園庭等開放
火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

9:30 ～ 11:30

* 9 日 ( 金 )、21 日 ( 水 ) は
御荘夢創造館で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

8日（木）、22日（木）         13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。

緑保育所

船越保育園

一本松保育所

5 月の子育てサポートご案内

22 日（木）

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

食育に関するお話

14日（水） 世代間クッキング（※要予約） 
エプロン・三角巾をご持参ください。

6 月 3 日（火） ポケット『おはなし会』 
10:30 ～ 11:30

5月5日（こどもの日）から5月11日は
「児童福祉週間」です。
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皐
月
俳
句
・
短
歌
集

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

篠
南
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柳
会

　
智
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袋
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出
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ず

田
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す
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子

　
て
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言
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使
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と
ち
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木
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清
子
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い
品
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違
い
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る
生
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者

田
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京
子

　
旨
い
物
ひ
と
味
違
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塩
加
減
　
　
　
　

前
田
由
紀
子

　
読
め
な
い
が
流
れ
る
よ
う
な
草
書
観
る
　

田
中
　
保
美

　
こ
ん
な
字
も
忘
れ
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の
か
と
辞
書
を
引
く

芝
田
　
憲
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う
っ
と
り
と
湯
船
に
つ
か
る
至
福
時
　

谷
口
千
代
子

　
親
が
す
る
子
が
す
る
よ
う
に
孫
が
す
る

松
本
も
と
お

　
す
ま
し
顔
一
段
違
う
ボ
タ
ン
穴
　
　
　
　

松
本
　
安
子

　
あ
と
ち
ょ
っ
と
無
理
や
り
詰
め
る
ゴ
ミ
袋

射
場
ち
ず
る

　
躓
い
て
恥
ず
か
し
紛
れ
舌
を
出
す

篠
原
み
ち
子

内
海
俳
句
会

　
梅
古
木
威
儀
を
正
し
て
芽
吹
き
た
り

　
風
の
意
か
蝶
と
化
し
た
り
豆
の
花

太
田

信
子

　
万
緑
の
詠
歌
連
峰
谺
し
ぬ

　
今
生
の
華
と
仰
が
む
花
万
朶

岩
森
十
志
子

菊
川
俳
句
会

　
鶯
に
呼
び
止
め
ら
れ
し
山
路
か
な

宮
下
　
熊
夫

　
同
志
寄
る
好
天
見
頃
の
花
見
酒

井
関
　
禎
美

　
閉
校
や
児
ら
の
声
消
え
散
る
桜

　
井
関
　
満
子

　
口
開
け
て
寄
り
来
る
鯉
や
花
筏
　
　

小
野
山
シ
マ
子

　
そ
よ
吹
け
ば
喇ら

っ

ぱ叭
水
仙
そ
よ
と
揺
れ

村
尾
加
都
子

啓
蟄
や
そ
っ
と
踏
み
出
す
草
の
上

長
田

高
明

　
機
知
に
富
む
講
演
楽
し
春
う
ら
ら

長
田
千
恵
美

　
盃
に
夜
桜
散
ら
す
薄
明
り
　
　

中
川
　
一
喜

　
引
き
潮
に
身
を
任
せ
つ
つ
花
筏

長
尾
　
則
夫

　
新
し
き
仲
を
取
り
持
つ
宴
桜
　
　
　
　
　

森
　
早
織
梨

　
に
ん
ま
り
と
今
年
も
や
り
ま
す
四
月
馬
鹿

橋
本
ひ
か
る

　
梅
の
実
や
ふ
く
れ
っ
つ
ら
す
る
子
供
か
な

鱒
　
　
瑞
貴

　
泣
き
止
む
子
紫
雲げ

ん

英げ

一
つ
を
髪
に
挿
し

小
野
山
果
林

　
春
嵐
杉
の
枝
葉
を
ゆ
さ
ぶ
る
な

宮
本

翔
吾

さ
わ
ら
び
短
歌
会

　
剣
道
着
年と

齢し

顧
み
ず
新
調
す
生
き
て
る
う
ち
は
青
春
な
ん
だ
　

澤
近
　
正
弘

　
溶
接
機
長
年
使
い
て
故
障
せ
り
兄
弟
寄
り
て
知
恵
を
出
し
合
う
　

前
田
　
昭
夫

　
桜
ば
な
散
り
て
し
ま
え
ば
こ
の
町
は
寂
し
き
ま
で
に
人
声
も
な
し

藤
井
　
　
擴

　
広
い
空
川
の
流
れ
も
知
ら
ず
し
て
二
匹
の
メ
ダ
カ
五
年
を
生
き
る
　

河
上
　
明
美

　
あ
と
二
人
手
紙
書
き
た
き
人
が
い
て
急
い
で
蒔
き
し
種
散
ら
ば
り
て

木
本
　
清
子

　
き
の
う
打
ち
し
わ
が
畑
の
土
朝
よ
り
の
温
き
雨
に
黒
々
と
あ
り

松
本
マ
ス
子

　
延
光
寺
の
裏
山
桜
満
開
の
ミ
ニ
四
国
参
る
木
漏
れ
日
の
中
　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

　
ど
れ
ほ
ど
の
余
生
と
知
ら
ず
春
を
待
つ
白
寿
の
ひ
と
の
言
の
葉
身
に
沁
む

前
田
　
知
子

　
手
伝
い
に
帰
り
し
娘
は
庭
隅
の
蕗
を
摘
み
き
て
昼
餉
に
添
う
る
　
　

水
野
美
代
子

　
障
子
破
る
悪
し
き
遊
び
を
覚
え
た
り
止
め
て
も
曾
孫
す
ぐ
ま
た
破
る

山
崎
　
能
子

　
木
蓮
の
花
い
っ
せ
い
に
咲
き
た
れ
ば
遺
影
に
近
き
窓
開
け
放
つ
　
　

前
田
　
　
充

　
箱
苗
に
水
を
や
り
つ
つ
こ
の
朝
も
生
き
生
き
ゆ
ら
ぎ
田
植
え
も
近
し
　

岩
村
千
代
子

　
人
は
皆
死
ぬ
も
の
な
れ
ど
遺
さ
れ
し
者
の
悲
し
み
は
波
の
よ
う
に
来
る

安
村
寿
美
子

　
休
み
づ
か
れ
と
先
生
は
言
わ
れ
る
も
完
治
た
ま
わ
り
必
ず
叶
う

宮
本
ヨ
リ
コ

　
梅
祭
り
に
何
年
振
り
か
に
誘
わ
れ
て
南
楽
園
を
娘こ

に
添
い
巡
る
　
　
　
　

山
本
　
豊
子

　
突
然
に
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
は
打
ち
切
ら
れ
チ
リ
地
震
津
波
岩
手
に
着
き
し
と

吉
田
　
信
保

外
孫
の
次
男
に
「
歌か

月づ
き

」と
名
を
つ
け
て
歌
を
も
つ
く
る
子
に
あ
り
た
し
と

田
中
久
二
恵

３月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

３月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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野菜のごまじょうゆあえ

愛なん食育推進 愛なん「四季」の旬レシピ 第47 回 2

　キャベツは、特にビタミン Cが豊富です。キャベツの葉大 1枚 (100g) を食
べるだけで、1日に必要なビタミン Cの約 70% が補給できるほどです。

5月の食材は、愛南産のキャベツです。

〈材料（4人分）〉
キャベツ
きゅうり
だいこん
コーン
ツナ
　　ごま
　　濃口しょう油
　　サラダ油
　　ごま油
　　酢

キャベツ、だいこんはせん切りにする。
きゅうりは輪切りにする。

ツナは油をきる。コーンは汁気をきる。

ごまは煎り、半ずりにする。
 Aの材料を混ぜ合わせてドレッシングを作
る。

 ①、②を混ぜ合わせて盛り付け、④をかけ
て出来上がり。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　4月も終わり、新年度から新しい環境に身を置く人も、そろ
そろその雰囲気に慣れてくるころではないでしょうか。私は部
署の異動もなく、広報紙の編集業務を引き続き担当することに
なりました。ようやく慣れてきた仕事で、腰を据えて取材や編
集に打ち込める反面、自らの乏しい想像力がいつまで持続する
のか、少々不安も感じています。
　ただの俗説かもしれませんが、人間を理系と文系に分けると
すれば、理系人間は何もないところから新しいものを創造する
力に長けていて、文系人間は既存のものを記憶し利用するのが

得意、といった内容の記事を目にしたことがあります。学生の
頃には国語や社会が比較的好きだった私の脳はおそらく文系
で、前述の説に当てはまり、ひらめきが悪く新しいものはなか
なか生まれません。しかし、なんとか自分の能力を最大限に引
き出し、皆さんの手に取っていただける親しみ深い広報紙づく
りをめざしてがんばろうと思っています。
　余談ですが、雪が解けたらどうなるかという質問に対し、理
系は水になると答え、文系は春になると答えるという話がある
そうです。皆さんは、どちらですか。

120g
40g
40g
30g
30g

小さじ 2
小さじ 2
小さじ 1/2
小さじ 1/2
小さじ 2

作り方

～愛なん食育レシピ集より～

｛A ⑤

①

②

③
④

子どもたちの声ツナやコーンが入って

いて、とてもおいし

かったよ。給食のとき、

おかわりにみんな並び

ました。

カツオブルーからのお知らせ 　今年度から始まる「うみらいく海遊学」は、愛南
町の海について、様々な体験を通して楽しく学ぶ教
室です。今回は第1弾として「カツオのわら焼き体験」
を開催します。子どもといっしょに、旬の「カツオ」
をさばいて愛南の海を学習しましょう。
日時　6月 1日 ( 日 )  10 時～ 13 時

場所　うみらいく愛南

内容　カツオのさばき方講習、わら焼き体験、試食

募集人員　小・中学生と保護者 12 組
               ( 先着順。定員になり次第締め切ります。)

準備物      エプロン、三角巾

参加料　   1 組 500 円

申込み・問合せ　うみらいく愛南 TEL73-7120

うみらいく海遊学！
「カツオの
わら焼き体験」に
参加しませんか
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